
 
＜真剣な面持ちの６年生＞ 

 
 ＜わかりやすく歴史をひもとかれる執行さん＞ 
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西郷富士 
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いします。 

 

 

 

  高学年がリードしています 

学校の顔といわれる高学年。 

どこの学校でも高学年の姿を意識して、職員は

日々指導を行っていきます。学年に応じた課題に挑戦

させ、時には厳しく子ども達に考えさせるという場も入れ

ながら、励まし続けていきます。 

 連休が明け、子ども達の様子がどうなるか心配しな

がらの再スタートでしたが思った以上に落ち着いている

ように感じます。そう思ったのは私だけではなかったよう

で、西郷タイムスの 6年中村さんの記事に下記のように

書かれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7 日の全校朝会でも紹介しましたが、高学年のトイ

レスリッパや靴箱が美しくそろっています。「はきものをそ

ろえる」という行為の中には、「気持ちを切り替えられ

る、相手への気遣いができる」など大切な心のあり様

が反映されます。学校の顔と言われる高学年がこのよ

うな姿を見せてくれることは、どれだけ低中学年、学校

全体に好影響を及ぼしてくれることでしょう。 

 

 吉野ヶ里公園に行ったときにも、説明をしてくださっ

た執行さんや同行のカメラマンの方からも聞く態度の

良さをほめていただきました。私も午前中だけ引率とし

て参加したのですが、6 年生と一緒にいてとても気持ち

よく感じました。 

 学校の顔である高学年ということを意識して子ども

達が動き始めていることを嬉しく思います。また、子ども

達が私に対しても丁寧に応対してくれることも嬉しいで

す。 

あとに続く、下級生の良き手本としてこの一年間が

んばってほしいです！！ 

  

 

 

「西郷タイムス」の取組 

 子ども達の書く力は、様々な場で書く場を設

けていくことで少しずつ向上していきます。実は、

前任校でも取り組み、手応えを感じるところがあ

ったことから、西郷小でもやってみたいと思いま

す。やり方は、毎月 1日にA５サイズの紙に身近

なニュースを書いてもらい、それを私が添削し、

その後、全員分を掲示するという方法です。 

 5 月分は 2 年生に一足先に掲示してもらいま

したが、他学年は月末までにします。ぜひ、学校

に足を運ばれた際には、子ども達の作文に目を

通されてください。 

 



授業参観ありがとうございました！！ 

 

 

お話しっかり聞いています 
 

先生にしっかり注目しています 

 

書くスピードもアップしています 

 

英語の音声になれています 

 

画像で理解を深めています 

 

流れをしっかりわかっています 

 

自然なやりとりが見られます 

 

個別学習で集中しています 

 

自然に教え合っています 

  美しい環境は心を整えます。        

 

 

１－１  ２－１  ３－１  

４－１  

６－１  

５－２  ５－１  

あおぞら  なかよし  

  

 

 

学校のあちらこちらに丁寧に作られた

切り絵や小さな飾りを目にされると思い

ます。支援員の江口先生や事務補の一番

ヶ瀬先生がこまごまと作って定期的に模

様替えしてくださっています。 

 子ども達が目にする空間は美しく整え

ておくことは子ども達の情操に良いから

と、本来業務に加えてしてくださっていま

す。ぜひ、来校の折には学校の環境も楽し

まれてください。 

お花をありがとうございます。職員室に飾っています。  ５年岩﨑様 

 


